
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童の育成に取組むための実施計画を作成しましたので、福

井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月２２日 

学校名  福井市安居小学校   

校長氏名   田中 範継    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①学校教育活動を通じて、児童・教職員、保護者、学校関係者の努力と協力により、環境に

やさしい学校づくりに取り組みます。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習・環境教育 

・安居地区の自然環境について学習します。 

・掃除用具の点検を毎月行い、大切に使うよう呼びかけます。 

②省エネルギー・省資源の取組 

・環境委員会で水や電気の使用量を調べ、校内に掲示し節水・節電を呼びかけます。 

③ごみ減量・リサイクルの取組 

・地域のごみ分別ルールに従って分別します。 

・環境委員会で話し合い、ごみが少なくなるように工夫し、呼びかけます。 

④地域と連携して分別回収・清掃活動 

・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携し実施します。また、事前にごみの減量や

リサイクルについて学びます。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③学校教育全体を通して、ごみの分別を徹底し、不要になったものを再利用し有効に使う

力を身につける。また、資源は有用に使用しなければならないことを理解する。（多面的、

有限性、公平性） 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市安居小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①学校教育活動を通じて、児童・教職員、保護者、学校関係者の努力と

協力により、環境にやさしい学校づくりに取り組みます。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

  ・安居地区の自然環境を学習するために、学校のすぐ横の神社に行って、植物を観察し

ました。 

  ・環境委員会の取組で、掃除用具の点検を行いました。また掃除の仕方をわかりやすく

説明した映像を作り、各学級で視聴しました。 

 

② ごみ減量・リサイクルの取組 

  ・地域のごみの分別ルールに従って、分別しています。 

  ・各教室に燃えるごみ、燃えないごみ用のごみ箱を設置して、分別しています。 

  ・清掃の時間には、曜日によって燃えるごみを集める日、燃えないごみを集める日と分

けて、各教室のごみを回収しました。 

 

③ 地域と連携して分別回収・清掃活動 

  ・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携し、年に３回実施しています。 

・中学生と一緒に、ボランティア活動を行いました。地域の施設や公園の清掃活動に取

り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        中学生と一緒にボランティア活動 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③学校教育全体を通して、ごみの分別を徹底し、不要になったものを再利用し有効に使う力

を身につける。また、資源は有用に使用しなければならないことを理解する。（多面的、

有限性、公平性） 
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 【具体的効果】 

①定期的に掃除用具の点検を行ったことにより、気持ちよく掃除ができました。掃除

に関する映像を視聴したことにより、清掃活動を一生懸命に取り組む児童が増えま

した。 

②今年度の地区の中学校と一緒に行うボランティア活動では、低学年は参加せず、高

学年のみ活動を行いました。事前に中学生が小学校に訪問し、合同ボランティア活

動について説明をしてもらいました。中学生のリーダーシップのもと、小学生も自

分で考えて行動することができました。自分たちが住む地域をきれいにしていくこ

との大切さに気付くことができました。 

【改善点】 

・学校の周りの豊かな自然をより有効に活用し、学習に取り入れていくとよいと考え

ます。 

・環境委員会で、環境問題について調べ、それに対して校内全体でできる具体的な取

組をしていくとよいと考えます。 


